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明治学院第二代総理 井深梶之助（1854－1940） 

明治学院歴史資料館展示室 

〒108-8636 東京都港区白金台1-2-37 

明治学院記念館1階 

 

明治学院歴史資料館事務室 

〒108-8636 東京都港区白金台1-2-37 

明治学院インブリー館1階 

TEL：（03）5421‐5170 

 

明治学院歴史資料館 

Webサイト 

展示構成 

井深梶之助略年表 

 

1854年7月4日（旧暦安政元年6月10日）会津若松城下の母方西郷家で生まれる。幼名 清佶。 

 

1863（文久3年）年 会津藩校日新館に入学。 

この年、J. C. ヘボン夫妻がヘボン塾（英学塾）を開始（明治学院の始まり）。 

 

1868（慶応4）年 15歳で元服し、梶之助と改名。会津藩戊辰戦争で越後に出陣。会津若松で

16、17歳で構成された白虎隊に1歳不足し入れず。藩主の小姓となる。若松城で籠城戦に参加。 

 

1873（明治6）年 1月、ヘボン施療所の礼拝堂でブラウンから洗礼を受け、日本基督公会（現 

横浜海岸教会）の会員となる。ブラウン塾が開設され、生徒となる。 

 

1877（明治10）年 東京築地に東京一致神学校開校。1期生として入学。 

 

1887（明治20）年 明治学院、白金に開校。 

 

1889（明治22）年 ヘボン、明治学院初代総理就任。井深、副総理となる。 

 

1891（明治24）年 ヘボン辞任を受け、明治学院第二代総理となる。 

 

1921（大正10）年 明治学院総理を辞し、名誉総理となる。 

 

1940（昭和15）年 6月24日逝去。6月26日、明治学院葬が行われる。 

【品川駅】[JR 山手線・京浜東北線・東海道線・上野東京ライン・            

横須賀線・東海道新幹線 京浜急行線] 

高輪口より 都営バス「目黒駅前」行きに乗り「明治学院前」下車 

(乗車約6分) ※徒歩約17分 

【白金台駅】[東京メトロ南北線 都営地下鉄三田線]2番出口より徒歩

約7分 

その他のアクセスは明治学院歴史資料館webサイトよりご確認ください。 

※土・日・国民の祝日・学院の定める休日は休室となります。詳細は、

明治学院歴史資料館Webサイトをご確認ください。 

※明治学院記念館1階展示室はどなたでもご覧になることができます。 

※【車いすでご来館される方へ】展示室の出入口に段差があるため、

簡易スロープを用意しています。ご利用される方は、展示室に入室さ

れる前に歴史資料館（03-5421-5170）へご連絡ください。 

※駐車場はありませんので、公共交通機関をご利用ください。 

展示室入口 
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Ⅰ．井深梶之助日記 

Ⅱ．井深梶之助という人 

Ⅲ．井深花 共に歩む 

Ⅳ．井 深 の 書   (第一期) 

  井深の肖像画 ( 第二期） 

Ⅴ．棺を蓋いて事定まる 

Ⅵ．もの資料さまざま 

いぶかかじのすけ  

きよきち 

交通アクセス 

 J. C. ヘボンのあとを引き継ぎ、第二代総理（学院長）として、30年という永きにわたり学院の草創期を牽引した井深梶之助。 

2024年は井深の生誕170年にあたります。また、井深の日記（1886年から1938年までの52年間、44冊）がこのたび明治学院歴史資料館と明治学院大学キリスト教研究所との

協働によって、だれにでも容易に読めるように活字化され、『井深梶之助日記』として刊行される運びとなりました。明治学院歴史資料館では、この2つの出来事を記念して

展示「井深梶之助 つながる、ひろがる」を開催いたします。日記に書かれた内容とさまざまな資料がつながり、その資料がほかの歴史資料へとつながる、資料の背景が

ひろがってゆく…。日記をひもとくことで、今回新たに発見された「つながる」「ひろがる」の数々を、パネルや資料で紹介しながら、井深梶之助の人物像に迫ります。 

明治学院歴史資料館 

デジタルアーカイブズ 


